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Upazila名 労働組合名

Gaibandha Sadar Ghagoa
Malibari

図 Kuptola
Badiakhali

Sundarganj Chandipur
Kanchibari
Sreepur
Haripur
Tarapur
Dahobond

Name of Upazila Name of Union
Fulchari Kunchiparaha

地
区

の
地

図

The river 
course

Fulchari Kunchipara
Uria
Udakhali
Badiakhali

Shaghata Gidari
Mollaher Char
Gazaria
Bharatkhali
Guridaho
Holdia

G
ai

ba
nd

降雨量パ
ターンの気候

変動?

洪水

河川流

川岸の
浸食

変化

貯水池周
辺の森林

伐採

• 耕作地域の
喪失

• 居住地区の
喪失

• 生活の不安
定

• 貧困
• 栄養失調
• 無知

• コミュニ
ケーション
の欠如

変動?

土壌
の問
題

域の変
化

ダム水源
の放出
（早期警
告なし）

定 の欠如

調和?

原因 効果
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川岸の侵食

人口移動

生計の不安定増加と未開拓地 天然資源の減少

自然災害

耕作地域の喪失

シェルター、早期警報
集落

社会的・経済的排除

開発健康と栄養

浮き野菜栽培

• 竹とウォーターヒヤシン
スを使って浮き野菜の台スを使って浮き野菜の台
を作る

• 費用：浮き野菜1区画に
つき200円

利点:
• 洪水・氾濫期でも野菜栽培が可能
• 栄養の安全性
• 稲作、その他穀物の栽培も可能
• 家計の余剰収入
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簡単な手法:簡単な手法

• 深さ１ｍ、直径１ｍの穴
を掘る

• 有機物で穴を埋める
• スイカのためを植える!

利点:

• 簡単な手法!
• 汎用性が高い

浮きかご漁業、
地域漁業

牛肉製造 養牛牛肉製造、養牛

鴨業

陶業

工学的な能力 (
例： ディーゼル
エンジンの修理))
女子校の中退者
向け手工芸品

洪水避難所など
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活動 5カ年

費用 (米ドル) NR (米ドル) CBR

砂州栽培 1353 116561 36
浮きガーデン 190 2225 46
かご漁業 1190 3937 7
養牛 1029 17171 2
鴨の飼育 320 8363 3
農作物の加工 308 86944 2農作物の加工 308 86944 2
工学 567 59990 8

技術範囲 適応率 (プロジェクト利益の%)技術範囲 適応率 (プロジェクト利益の%)
砂洲栽培 68
かご漁業 64
家畜 65
陶業 47
農作物の加工 73
ライトエンジニアリング 40ライトエンジニアリング 40
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地域にすむ69,000人の雇用を促した。

2008年に、460人 の砂洲農民が 438,146個のかぼちゃを生産した (2244 
MT)そしてUS $ 165,784の純益 があり、180 日中、平均US $ 359の収益が
あった。

2950 もの野菜農家グループが、 495.6 tonの 野菜（消費・販売目的）を
生産し、US $ 48,796 の収入があった。

2008年に、116 人の浮き野菜農民が17.1 tonの葉野菜を生産し、 US $ 
2,137の収入を上げた。

379 人の浮き網漁業者が6カ月で9.4 ton の魚を捕獲し（2006年7月～2007
年1月） US $ 9825の収入があった。

2007年の洪水で, 約 325の民家, 869の牛 and 512 の飼育鳥が2つの避難所
に避難したに避難した。

洪水>浮き野菜農園洪水>浮き野菜農園
と養鴨場

低価格で導入しや
すい

絶対貧困層
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この技術は、同じような条件下で応用できこの技術は、同じような条件下で応用でき
る（海岸線沿い、 Brahmaputra川などの河
川)
高いインセンティブ: 投資に対して高い利益

低価格で単純: 広範囲で適用が容易

砂洲・砂丘などの自然資源へのアクセスを砂洲 砂 などの自然資源 のアク を
提供する。

現行の研究を支流化しバングラデッシュ政
府のイニシアティブを発展させる。

気候変動の要因を理解する:河の流量などの
具体的な理由と関連性。

政府によるそのものへの問題意識。

洪水防止管理体制の再検討￥。

地方での民間団体の参入。
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